
行政ヒアリング報告 

大学間連携共同教育推進事業「学都いしかわグローカル人材育成システムの構築」 

作成日：2013 年 6月 15日 

作成者：西村貴之 

＜目的＞ 

大学間連携共同教育推進事業についての周知を実施し、今後の連携可能性を探るとともに、直接訪問し、顔の

見える関係を築いていくことで今後の円滑な事業実施を図る。 

 

＜内容＞ 

①担当者（アドバイザー：鹿野先生、事業専任教員：清、西村）着任の報告とあいさつ 

②大学コンソーシアム石川ならびに大学間連携共同教育推進事業について概要説明 

③高等教育機関との連携状況及び今後の可能性・希望の聞き取り 

 

＜実施期間＞ 

平成 25 年 5 月 7 日（火）、8日（水）、9日（木）、10 日（金）、13日（月）、24 日（金） 

 

＜訪問先＞ 

石川県内全 19市町 大学コンソーシアム石川 担当課 

 

＜成果＞ 

・直接話を聞くことで、双方向性のコミュニケーションの機会となり、各自治体の大学連携の現状や課題を知る

と同時に、大学コンソーシアム石川や大学間連携事業についても理解を深めていただくことができた。今後の

関係づくりという点でも有意義だったと考える。 

 

＜意見・要望＞ 

・大学と地域とのマッチングをお願いしたいと意見が最も多かった。これまでは大学と連携したいと思っても

どこを窓口にすればいいかわからなかった。どの先生に依頼すればいいかもわからなかった。また、地元の

高等教育機関と包括協定を結んでいる場合などは他の専門性を持つ大学と連携したくても頼みづらかった。 

・学生の短期的な活動のみでは継続性や連続性が生まれにくく、地域課題の解決には至っていない。場合によ

っては受け入れ地域側が年々疲弊していってしまう場合もある。大学も自治体も両者が対等な立場でお互い

に本気になって取り組んでいかなくては一過性の活動になってしまう。 

・一方で「学生（若者）が地域に来ること」自体で活性化につながるという意見もあった。※特に奥能登地域 

・大学間連携事業自体の PR をすべき。（チラシ、メール配信、メディア露出） 

 

＜考察＞ 

・すでに独自に多くの自治体が大学との連携（県内・県外）を行なっている。 



・これまでの大学と地域の連携は大学側の意向が強く地域や自治体の意向が反映されてないことも多々あった。 

・「地域の課題を解決する」ということを関係機関が共有することで連携が深まると考えられる。 

・各自治体の大学連携の窓口が地域課題を全て把握しているわけではない。また、行政が地域のすべての課題

を把握しているとは限らない場合もある。課題の発見からコーディネートを行う必要性もある。 

・今後の個別の自治体からの問い合わせに対しては、ジャストインタイムとして対応し、個別教員やゼミの紹

介を行うもの、プロジェクトとして複数大学間の連携を構築していくもの、シティカレッジ科目として開講

するものなど整理分類していく必要がある。 

・今後成功事例が出てくる中で、大学との連携を求める自治体は増加傾向になるであろう。 

・様々な所で同じ教員の名前が聞かれた。一部の教員が飽和状態になってしまい、新たな取組が生まれない状

況に陥らないよう、新たに地域連携に取り組む教育機関や大学を発掘・啓発していく必要がある。 

 

＜具体的な提案とその後の対応＞ ※既存の個別の取組は除く 

・小松市：「サイエンスヒルズこまつ」の有効活用（イベントの実施、研究拠点） 

 →第 2回の打ち合わせを実施、大学間連携でのプログラム案を構築中 

・七尾市：健康福祉部局からの問合せ相談（幸福度指数を用いた地域福祉政策の評価・提案） 

 →担当課への聞き取り実施、該当教員の発掘実施、次回第 1回顔合わせ実施し具体的実施方法を検討する。 

・野々市市：学生が集う交流拠点をつくりたい（大学コンソーシアムのサテライトキャンパスとの言及もあり） 

 →現時点では具体的な進捗はなし。 

・津幡町：地元の商工会が開発したライスバーガーの販売促進方法の検討 

 →現時点では具体的な進捗はなし。 

 

＜今後の展望＞ 

・今回の大学間連携共同教育推進事業ではジャストインタイムで要望に対応していくということをわかりやす

く各自治体の中で啓発できる広報資料（チラシ、HP 整備）の実施 

・定期的な巡回訪問の実施と発生事例の報告 

・要望に対応できるような各大学の連携協力体制の構築（FD・SD 研修の実施、各大学の地域連携窓口との連携） 



訪問日 時間 市町名 担当課 電話番号 対応者

9：15－10：15 加賀市 企画課 0761-72-7830 大田　俊介(課長)、永田　祥二（課参事）、奥野　俊雄(係長)

11：00－12：00 小松市 経営政策課 0761-24-8037 藤井　勝司(課長)、太田　司(主査)、

13：30－14：30 能美市 地域振興課 0761-58-2212 村本　志朗

9：15－10：15 金沢市 企画調整課 076-220-2031 相川　一郎(都市政策局長※ご挨拶のみ）、松下　有宏(グループ長)、藤田　規子(主査)

11：00－12：00 野々市市 企画課 076-227-6160 山口　良(課長)、源野　喜啓(課長補佐)、荒木　俊雄(企画情報担当リームリーダー)、宮岸　芳幸(主事)

13：15－14：15 白山市 企画課 076-274-9503 市井　佳奈子（企画調整係長）、中　恵二郎（課長補佐）、松本　雅治（企画調整係）

15：00－16：00 川北町 総務課 076-277-1111 國雲正樹（係長）

9：00－10：00 穴水町 企画情報課 0768-52-3625 荒木　秀人(課長補佐)、橋本　真(係長)、桐葉　英輝(主事補)

14：00－15：00 能登町 企画財政課 0768-62-8503 大鷲　克宏(課参事)、西谷　幸一(主幹)

16：00－17：00 珠洲市 企画財政課 0768-82-7716 金田　直之(課長)、才式　嘉明(自然共生室次長)

9：30－10：30 津幡町 企画財政課 076-288-2158 中嶋　徹郎(課長補佐)、家田　敏之(主査)

11：00－12：00 かほく市 企画情報課 076-283-1112 山森　幸平(課長補佐)、松原　宏明(主査)

13：15－14：15 宝達志水町 総務課 0767-29-8210 米谷　勇喜（課長）、村井　仁志（ふるさと振興室長）、山本　重之（振興室次長）、守田　　知仁（主任）

15：00－16：00 内灘町 企画財政課 076-286-6723 堀川　竜一(課長補佐兼行政経営室長)、西澤　実希(主事)、南　陽介(主事)、福島　誠一(環境政策課課長補佐)

9：00－10：00 羽咋市 企画財政課 0767-22-7162 備後　克則(課長※ご挨拶のみ)、西野　雅之(主査)、中野　知幸(教育委員会文化財室　主任)

11：00－12：00 志賀町 企画財政課 0767-32-9331 大谷　清樹

13：30－14：30 七尾市 企画財政課 0767-53-1117 寺田　能武(主幹)

15：00－16：00 中能登町 企画課 0767-74-2806 町田　穂高(課長補佐)、島元　康行(主査)

5月24日（金） 10：00－11：00 輪島市 企画課 0768-23-1113 田中　義則（主幹）、野中　淳也（係長）

平成25年度 行政ヒアリング状況一覧

5月7日（火）

5月8日（水）

5月9日（木）

5月10日（金）

5月13日（月）
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